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を大切にし、次世代の人材育成や海外の技
術調査など積極的な活動を展開する」と所
信を述べた。

来賓祝辞として日本溶接協会の粟飯原周
二会長は「産業界で懸念される人手不足は
溶接界で特に顕著。外国人や女性、若年者
の活用に取り組む。関連団体との共同事業
を活発化させ、溶接分野においても最新の
情報技術を用い、IoT ならぬ『IoW』と名
付け、展開を図っていきたい」と挨拶した。

経済産業省製造産業局の黒田紀幸金属課
長は「データを介して産業がつながる『コ
ネクテッド・インダストリーズ』の推進や
10 月の消費増税の影響を抑える取り組み、
ものづくり補助金など、中小企業の生産性
向上に向けた支援を行う。2025 年の大阪万
博は政府、自治体、経済界が一体で取り組む」

と協力を呼びかけた。
山本明副会長は「溶接界が変化するなか、

工業会としても人材育成や IoT などに取り
組む」と述べた後、乾杯の発声で祝宴に入り、
日本ウエルディング・ロッドの山﨑達彦会
長が中締めを行った。

日本溶接材料工業会（妙中隆之会長）は
１月 11 日、東京・港区の浜松町東京會舘
に約 100 人を集め、新春賀詞交歓会を開催
した。冒頭、挨拶に立った妙中会長は、「今
年度の上期は自然災害の影響もあり、溶接
材料出荷量は前年同期に比べマイナス４％
だったが、下期は前年同期を上回るペース
になり、対上期では約１割の増加となる。
建築鉄骨は都市部の再開発やホテル、物流
倉庫などが活況で、自動車や建設機械も好
調が継続することからタイト感が増してく
ると予想する」と景況を示した後、「今後も
安定品質と安定供給の責任を果たし、コン
プライアンス重視のもと適切な協調と競争
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　日本溶接材料工業会の皆様、明けま
しておめでとうございます。新年にあたり
一言ご挨拶申し上げます。

旧年中は、当工業会の活動に対し、ご
理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げま
す。本年も引き続きご厚情賜りますよう、
お願い申し上げます。

さて、足元の経済環境ですが、日本で
は少子高齢化の進展と働き方改革により、
あらゆる産業で人手不足が発生しており、
成長を目指す上で大きな課題となってお
ります。今後、高齢者や女性の更なる
活躍への期待とともに、改正入管法にと
もなう海外の方々の活用が見込まれます
が、各論での制度設計にはもう少し時間
が必要かと思います。一方海外において
は、米国と中国の貿易問題はますます激
しさを増し、中国経済にも変化が見えま
す。その結果は２国間の問題にとどまら
ず、東南アジアをはじめとした各国経済
にも大きく影響がでてきています。本年
は、米国と中国が妥協点を見出し、世界
経済が活性化の方向に向かうことを期待
したいものです。

このような中、日本の溶接材料の状況
ですが、建築鉄骨は溶接士不足や図面遅
れ等で加工量は頭打ち状態にはあるもの
の、建設機械とともに、総じて需要は堅

調に推移しました。本年以降も首都圏だ
けでなく、名古屋、大阪でも大型物件が
豊富にあり、さらには 2025 年の大阪万博
誘致も成功したため、この高原状態はし
ばらく続くものと期待されます。一方で、
新造船、エネルギー分野ではまだまだ本
格回復は見通せず、今後の動向が懸念さ
れます。このように業種によって見方は
分かれるところではありますが、総じて
は昨年並みの需要は期待できると思いま
す。そのような中、最大の課題は溶接士、
溶接管理技術者の人手不足であり、溶接
材料へのニーズも、これまでの高品質化・
高能率化に加え、「より少ない人手で」が
求められております。お客様のご要望が
変化しつつある今がチャンスです。当工
業会においても、溶接の自動化、高効率化、
省人化に取り組み、社会の期待に応えて
いくことがますます求められていくと思い
ます。

われわれの内なる課題として、営業、
開発、製造等の多くの分野で世代間ギャッ
プがあります。お客様が会員各社の製品
を安心、安全にお使い続けていただくた
めにも、特に「ものづくり」、「品質」を核
とした技能継承をしっかりと行うことが重
要です。そのため昨年より人材育成をテー
マとした活動を開始しました。本年は具

体的なテーマ設定を行い、活動強化して
まいります。

当工業会では、安全、安心な製品の提
供とコンプライアンス遵守を基本に、「協
調と競争」の精神のもと、時代の変化に
も果敢にチャレンジする開かれた組織体
を維持し、溶接技術の進化で、会員各社
の繁栄と、社会への貢献に取り組んでい
く所存です。

最後になりますが、会員各社の繁栄と
皆様のご健勝を祈念し、新年のご挨拶と
させていただきます。

一般社団法人日本溶接材料工業会

副会長　山本　明
      ㈱神戸製鋼所
      常務執行役員 溶接事業部門長 
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この度、日本溶接材料工業会の理事
長を務めさせていただくことになりま
した日鐵住金溶接工業㈱の竹島です。
工業会の重責を感じ、改めて身も引き
締まる思いです。至らぬ点が多々あろ
うかと存じますが、どうぞ宜しくお願
い申し上げます。

私は、1989 年日鐵溶接工業㈱（現日
鐵住金溶接工業㈱）に入社し、習志野
工場（現千葉工場）に配属となりまし
た。配属後は、経理をスタートに、人事、
総務、営業総括、国内３支店の勤務を
経て、2018 年４月より、現職である人
事総務部に至っております。

実は、私と工業会とのお付き合いは
今回で２度目となります。当時は「日
本溶接棒工業会」の名称での運営でし
た。ちょうどその時期の工業会の海外
派遣団メンバー一行が、訪れた海外の
ブースで、自己紹介をした際に、まだ
当工業会のホームページがなく、先方
が閲覧できなかったことから、われわ
れ工業会の存在を説明することに大変
苦労されたとの報告がきっかけで、急
遽、ホームページの開設検討をするこ
とになりました。当時の技術調査委員
会のメンバーの方々と全くの手探り状
態ながらもお打ち合わせを重ねたこと
などが懐かしく思い出されます。それ
から、約９年が経ち、再度、工業会の
お仕事に携わらせていただくのも何か
の縁を感じます。

足元、溶接を取り巻く需要環境に関
しては、しばらくは高水準で推移する
ものと思われますが、一方、溶接士な
らびに溶接管理技術者の不足、技能伝
承の難しさなど、諸課題が年々顕在化
しております。今こそ当工業会の精神
であります「協調と競争」のもと、日
本の溶接業界の発展に向け、会員各社
の皆様と共に前進してゆかねばなりま
せん。私も微力ではございますが、溶
接業界の発展に向け、諸課題に対し、
精一杯取り組む所存でございます。

会員各社の皆様におかれましては、
今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜
りますよう、お願い申し上げます。

日鐵住金溶接工業㈱
人事総務部 部長 竹島　裕親

日本溶接材料工業会　委員会等活動報告
～委員会等活動の充実と発展に向けて～

【理 事 会】
（理事長：竹島 裕親 日鐵住金溶接工業㈱）

2018 年度は、日本溶接材料工業会の適正
な運営およびコンプライアンスの遵守を基
本方針に、業界を取り巻く社会・経済環境
の変化に対応した工業会活動や運営のあり
方について議論を進めております。

代表理事等の交代に関する議案、各委員
会・分科会の活動報告、四半期毎の決算報
告等の審議を行っております。また、新た
に人材育成分科会の開催を決議し、その議
論も参考に、2019 年度海外調査団を 2019
年６月開催の北京エッセン（於：上海）に
派遣すること、早期に派遣メンバーの選定
を会員各社に依頼すること等について決議
を行いました。

【統計委員会】
（委員長：竹島 裕親 日鐵住金溶接工業㈱）

統計委員会は、①生産・出荷・在庫・輸出・
輸入に関する月次統計データの作成、②需
要部門別溶接材料出荷量データの作成（四
半期毎）、③「溶接材料出荷量分析（年度）
報告書」等の作成を行っております。

また、｢溶接展望」やホームページに統
計データ等を掲載し、会員や行政をはじめ
多くの方々への情報提供を迅速に行ってお
ります。統計委員会では、正確な資料の作
成に努めるとともに、統計データのセキュ
リティー対策にも取り組んでおります。

【ホームページ運営委員会】
（委員長：小澤 康治 ㈱ JKW）

ホームページ運営委員会では、これまで、
工業会活動情報や統計委員会、技術調査委
員会等の各種データ、資料を定期的に会員・
一般向けに発信し、同時に掲載内容の充実
に向けて活動を進めてきました。

この結果、同運営委員会は、初期の目
的を達成し、特段の検討事項もなくなった
ことから、必要な場合には理事会に報告し
て、事務局が管理運営を行うことを前提に、
2018 年７月の理事会において同運営委員会
の解散が承認されました。

【技術調査委員会】
（委員長：清水 弘之 ㈱神戸製鋼所）

技術調査委員会は、溶接材料メーカーに
とって重要な技術的課題や内外の環境規制
等への対応について検討・提案を行ってお
ります。また、溶接材料を巡る諸課題につ
いてのこれまでの検討結果に基づき、溶接
材料に関係する主要需要部門の将来技術や
知的財産の将来動向に関する勉強会や研究
会を充実させております。

2018 年度は、IIW（バリ島年次総会）へ
の委員派遣、ISO/TC44/SC3 国際会議（ベ
ルリン）の開催に対する ( 一社 ) 日本溶接協
会溶接材料部会への支援を行いました（IIW

＝国際溶接学会、ISO ＝国際標準化機構）。
また、溶接材料に関連する需要業界の動向
を把握するために、12 月に「自動車の接合
技術」と題し、トヨタ自動車㈱様より講演
をいただきました。その他、タイムリーな
技術情報を「溶接展望」やホームページに
掲載し、発信しております。

【環境対応分科会】
（主査：澤口 直哉 ㈱神戸製鋼所）

環境対応分科会では、世界的な化学物
質 規 制 の 強 化 に 対 応 す る た め、GHS や
REACH 規則といった国内外の法規の制定・
改正に併せ、情報収集や意見交換を実施し、
工業会としての対応指針を策定し、「溶接
展望」およびホームページ等を通じて会員
に情報を発信しています。この他、国内外
の法規・規格に準じた、安全データシート

（SDS）の業界標準フォーマットを随時作成
しています。

2018 年度は、マンガンおよびその化合物
の管理濃度変更等特定化学物質障害予防規
則 ( 特化則）の規制をはじめ、内外の規制
動向に関する情報収集を行い、対応につい
て検討を行っております。

【IoT 分科会】
（主査：梅原 悠 ㈱神戸製鋼所）

IoT 分科会は、顧客と溶接材料メーカー
双方にメリットとなることを目的に、溶接
材料業界においても IoT を適用するため、
2017 年９月に技術調査委員会のもとに立ち
上げられ、まずは現状適用している QR コー
ドの活用手段について検討することとなり
ました。その後、分科会は 2018 年 12 月ま
でに６回開催され、溶接材料への IoT 技術
の活用方法について議論するとともに、専
門家を講師とした IoT や QR コードに関
する勉強会も３回実施しました。今後は、
2019 年度初旬を目途に「QR コードの活用
方法」をとりまとめ、結論付けに向けて議
論を進めていきます。

【人材育成分科会】
（議長：竹島 裕親 日鐵住金溶接工業㈱）

工業会ではここ数年来、溶接事業に携わ
る次世代の育成について、その必要性を検
討してきましたが、会員各社共通の利益課
題を通じ、特に中堅、若手世代の育成に取
り組むことを目的に、2018 年度理事会事業
として人材育成に関する研究会の開催を計
画しました。2018 年９月にその第１回とし
て、2017 年ドイツエッセン派遣メンバーに
参集いただき、視察に関する意見、提言と
それを踏まえた今後の海外派遣調査の在り
方等について検討を行いました。その議論
を 2019 年６月の北京エッセン派遣に反映さ
せ、準備を行うこととなりました。

2018 年度の各委員会・分科会活動を振り返るとともに、本年も引き続き会員各位の積極
的な参画を得て、活発な活動を行ってまいります。
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溶接材料生産・出荷実績
（単位：ｔ）

品　種　別
生　　産　　量 出　　荷　　量

18年 1～ 12月 17年 1～ 12月
前年同期比

18年1～12月 17年1～12月
前年同期比

増  減 ％ 増  減 ％

被 覆 ア ー ク 
溶　 接　 棒

軟 鋼 用 20,167 22,388 ▲ 2,221 90.1 20,778 22,072 ▲ 1,294 94.1 
特 殊 鋼 用 6,866 7,907 ▲ 1,041 86.8 6,981 7,709 ▲ 728 90.6 
そ の 他 用 442 423 19 104.5 435 434 1 100.2 

小　　計 27,475 30,718 ▲ 3,243 89.4 28,194 30,215 ▲ 2,021 93.3 

サ ブ マ ー ジ 
溶　 接　 用

ワ イ ヤ 14,354 14,566 ▲ 212 98.5 14,525 14,289 236 101.7 
フ ラ ッ ク ス 18,592 18,356 236 101.3 18,897 18,027 870 104.8 

小　　計 32,946 32,922 24 100.1 33,422 32,316 1,106 103.4 

ガスシールド 
溶 接 用

ソ リ ッ ド ワ イ ヤ 98,042 96,669 1,373 101.4 98,081 99,034 ▲ 953 99.0 
Ｔ Ｉ Ｇ ワ イ ヤ 2,493 2,469 24 101.0 2,486 2,487 ▲ 1 100.0 
フラックス入りワイヤ 85,640 88,907 ▲ 3,267 96.3 85,204 88,614 ▲ 3,410 96.2 

小　　計 186,175 188,045 ▲ 1,870 99.0 185,771 190,135 ▲ 4,364 97.7 
そ　の　他 4 8 ▲ 4 50.0 4 8 ▲ 4 50.0 

合　　　　　　　　計 246,600 251,693 ▲ 5,093 98.0 247,391 252,674 ▲ 5,283 97.9 

［日本溶接材料工業会月次報告書］

溶接材料国別輸出実績
（単位：ｔ）

国　　別
被覆アーク溶接棒 Ｆ　　Ｃ　　Ｗ ソリッドワイヤ他 合　　　　　　　　　　　　　　計

18年1～12月 17年1～12月 18年1～12月 17年1～12月 18年1～12月 17年1～12月 18年1～12月 17年1～12月
前年同期比

％
韓 国 223 187 858 318 247 264 1,328 769 559 172.7 
中 国 857 1,006 5,760 5,527 1,808 1,686 8,425 8,219 206 102.5 
台 湾 36 58 268 97 588 500 892 655 237 136.2 
シ ン ガ ポ ー ル 209 299 8 5 302 157 519 461 58 112.6 
フ ィ リ ピ ン 72 30 483 409 2,630 2,645 3,185 3,084 101 103.3 
イ ン ド 174 149 137 62 805 610 1,116 821 295 135.9 
サウジアラビア 22 18 435 503 24 20 481 541 ▲ 60 88.9 
ノ ル ウ ェ ー 6 5 0 0 2,703 3,349 2,709 3,354 ▲ 645 80.8 
ス ウ ェ ー デ ン 0 0 0 0 2 32 2 32 ▲ 30 6.3 
オ ラ ン ダ 110 84 7 0 95 56 212 140 72 151.4 
ル ー マ ニ ア 0 0 0 0 19 39 19 39 ▲ 20 48.7 
ロ シ ア 6011 6,523 0 0 48 44 6,059 6,567 ▲ 508 92.3 
ア メ リ カ 7 4 90 76 5,232 5,661 5,329 5,741 ▲ 412 92.8 
そ の 他 479 680 113 28 1,976 2,035 2,568 2,743 ▲ 175 93.6 

合　　計 8206 9,043 8,159 7,025 16,479 17,098 32,844 33,166 ▲ 322 99.0 

［日本溶接材料工業会月次報告書］
溶接材料国別輸入実績

（単位：ｔ）

国　　別
被覆アーク溶接棒 Ｆ　　Ｃ　　Ｗ ソリッドワイヤ他 合　　　　　　　　　　　　　　計

18年1～12月 17年1～12月 18年1～12月 17年1～12月 18年1～12月 17年1～12月 18年1～12月 17年1～12月
前年同期比

％
韓 国 623 571 14,675 15,481 32,684 30,887 47,982 46,939 1,043 102.2
中 国 303 383 5,559 5,514 2,487 2,118 8,349 8,015 334 104.2
台 湾 168 187 611 732 2,196 2,728 2,975 3,647 ▲ 672 81.6
タ イ 0 1 0 0 3,930 3,877 3,930 3,878 52 101.3
マ レ ー シ ア 6 2 51 40 2 40 59 82 ▲ 23 72.0
オ ラ ン ダ 7 9 0 0 0 0 7 9 ▲ 2 77.8
ベ ル ギ ー 0 0 33 17 0 1 33 18 15 183.3
ド イ ツ 18 7 13 14 4,915 4,140 4,946 4,161 785 118.9
イ タ リ ア 0 2 20 1 6 26 26 29 ▲ 3 89.7
ポ ル ト ガ ル 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
チ ェ コ 0 0 0 0 19 39 19 39 ▲ 20 48.7
ア メ リ カ 24 28 80 76 461 333 565 437 128 129.3
オーストラリア 0 0 0 0 0 3 0 3 ▲ 3 0.0
そ の 他 11 8 5,578 4,173 1,621 1,410 7,210 5,591 1,619 129.0

合　　計 1160 1,198 26,620 26,048 48,321 45,602 76,101 72,848 3,253 104.5

[ 財務省：日本貿易統計 ]


